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 １. 目的 
 乳牛の不適切な飼養管理によって生じるストレスは、生産性低下や疾病発生の一因と考

えられている。しかし、乳牛飼養管理上のストレスを評価した研究は少ない。そこで今回、

血液、尿および唾液を用いて乳牛のストレス評価指標を作成するとともに、搾乳待機室で

の長時間拘束および初妊牛の繋留方法の違いによる影響について検討した。 

２. 方法 

１）乳牛のストレス評価指標の検討                            
 (1)実験的ストレス状態における生体反応                          
 (2)各種ストレス条件下におけるストレス指標の検討                                 
 (3)ストレス評価指標の作成 
２）ストレスが乳牛の生産性や生体機能に及ぼす影響 

 (1)搾乳待機室での長時間拘束が生産性や生体機能に及ぼす影響 
 (2)繋留方法の違いが初妊牛に及ぼす影響 
３. 成果の概要 

１）(1)乳牛4頭に副腎皮質刺激ホルモンを投与し、実験的にストレス状態を再現したとこ
ろ、血漿・尿・唾液コルチゾル濃度の上昇(図1)および白血球数の増加を示した。 

 (2)-1 乳牛4頭を約6時間トラックで輸送したところ、血清コルチゾル濃度および好中球比
率は有意に(P<0.05)上昇し、白血球数は増加傾向を示した(表1)。 

 (2)-2 第四胃変位牛31頭を手術のために診療所へ輸送したところ、血漿・尿・唾液コルチ
ゾル濃度は高い数値を示した(表2)。また、分娩前後の乳牛17頭(うち疾病牛4頭)の血
漿・尿・唾液コルチゾル濃度を測定したところ、いずれも分娩当日に上昇し(表2)、疾
病牛ではさらに高い傾向であった。 

 (3)(1)と(2)より、コルチゾル濃度はストレス評価指標として有効であることが示された 
ことから、健康な乳牛の血漿・尿・唾液コルチゾル濃度を測定し(200～212検体)、スト
レス評価の目安として統計学的に算出した平均値および標準偏差を示した(表3)。 

２）(1)-1 搾乳待機室での温湿度指数(THI)と直腸温の関係を11農場で調査した結果、これ
らには正の二次相関があった(図2)。また、待機室に設置した送風機および細霧システ
ムは、乳牛の皮膚温および呼吸数を低下させる効果を示した(表4)。 

 (1)-2 実験的に夏日(THI76)と真夏日(THI81~87)の搾乳前に、乳牛4頭を搾乳待機室で2.5 
時間拘束したところ、夏日には直腸温と血漿コルチゾル濃度の上昇はなかったが、真夏 

日にはそれらの上昇(表5)および乳量の減少傾向が認められた(図3)。 
 (2)繋留方法の違いが初妊牛(22頭)に及ぼす影響を検討したところ、馴致せずスタンチョ
ンに繋留した場合、タイストール繋留と比べて起立回数の減少、起立時間の増加および

乾物摂取量の減少がみられ、血漿コルチゾル濃度が上昇する個体も認められた(表6)。 
 

 以上の結果から、血液、尿および唾液コルチゾル濃度は乳牛のストレス評価指標として

有効であることを示すとともに、飼養管理上のストレスが生産性と生体機能に及ぼす影響

を明らかにした。 
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図１ 副腎皮質刺激ホルモン投与による血漿・尿・唾液コルチゾル濃度の推移 

表１ 長距離輸送した牛の血液成分         表２ 輸送した第四胃変位牛と分娩牛のコルチゾル濃度 

測定項目 輸送前 輸送後
血清コルチゾル(ng/ml) 15.7±6.6 79.8

*
±25.3

白血球数(/μl) 6,000±2,600 10,200
#
±4,100

好中球比率(%) 57.6±9.5 77.9
*
±4.8

*:P<0.05、＃:P<0.1   

(ng/ml) 2～3週前分娩当日 1週後
血漿コルチゾル 50.2 11.9 37.2 15.5
尿コルチゾル 152.6 24.0 104.2 37.7
唾液コルチゾル 8.6 1.6 8.4 1.8

第四胃
変位牛

分娩前後の変化

 
表３ 血漿・尿・唾液コルチゾル濃度の標準値          表４ 搾乳待機室における暑熱軽減効果 

検体数 平均値* 平均値+1SD* +2SD*

血漿コルチゾル 211 10.4ng/ml 17.5ng/ml 29.3ng/ml
尿コルチゾル 200 29.3ng/ml 48.1ng/ml 78.5ng/ml
唾液コルチゾル 212 1.1ng/ml 2.8ng/ml 7.1ng/ml
SD：標準偏差　*:log変換して算出   

調査農場 調査牛 皮膚温（℃）呼吸数（/分）

風に当たる牛 36.1
*

76
*

風に当たらない牛 37.1 95
細霧に当たる牛 32.2* －
細霧に当たらない牛 35.7 －

*:P<0.05

送風機
設置農場

細霧システ
ム設置農場

 

 　図２　温湿度指数と直腸温との関係

 図３　真夏日に搾乳待機室に拘束した
　　 乳牛の乾物摂取量と乳量の推移
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表５ 搾乳待機室での長時間拘束が乳牛に及ぼす影響  表６ 繋留方法の違いが初妊牛に及ぼす影響 

拘束前1) 拘束後2) 拘束前 拘束後 拘束前 拘束後

試験前日 38.8 38.9 － － 14.2 8.3

試験１日目 38.4 39.0 － － 15.6 12.2

試験前日 39.3 39.9 87 91 8.4 12.7*

試験１日目 39.9 40.9 86 94 10.4 20.3

1):13:00頃　2):16:00頃　*:P<0.05

呼吸数(/分）
血漿コルチゾル
(ng/ml)

夏
日

真
夏
日

日程
直腸温（℃）

 

起立
回数

起立時
間割合

繋留
翌日

繋留
１週後

繋留
1週

繋留
2週

回          % ng/ml ng/ml kg/日 kg/日
スタンチョン群 4.7* 71.7* 11.0 20.4† 8.7 6.3*

タイストール群 12.4 47.2 13.9 14.1 8.8 8.8
　　　(馴致群) 12.5 39.7 13.6 15.3 8.9 8.7
　 (未馴致群) 12.4 56.6 14.3 12.7 8.8 9.1
*
: P<0.05 (スタンチョン群とタイストール群との検定)　

†
:２頭が上昇を示した

繋留初日 血漿コルチゾル 乾物摂取量

 
４. 成果の活用面と留意点 

 ①血漿(清)・尿コルチゾルの分析は、臨床検査センターに依頼できる。 

 ②コルチゾル濃度は牛の興奮で上昇するので、血液は尾静脈から採取するのが望ましい。 

５. 残された問題とその対応 

 ①乳牛の飼養管理全般に関わるストレスの評価とストレス軽減策等を検討する。 



 

 

 

 

 

 

 

  

 


